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問題の所在 
 
 グローバル化と越境が活性化している中，多

文化環境における対人関係を築く能力や態度を

育むことが重要である。Spiel & Strohmeier
（2012）によると，学校は，異なるエスニック

背景や文化を持つ人々との長期的かつ直接的な

接触の機会を提供しているため，多文化的な仲

間関係（Peer relationship）の形成の機会を与

えることができる。一方，多くの国では学校で

の友人関係における民族的分離の傾向が報告さ

れ，また，差別，マジョリティ集団からの排除，

いじめによるネガティブな経験を与える場合も

ある（Spiel & Strohmeier，2012； Smith, et al.，
2014）。日本においても，年々，移民の子ども

が増加し続けているが，マジョリティ集団から

の周辺化やいじめなど，学校での仲間関係の問

題が多く指摘された（清水，2006；比嘉，2010；
森田，2007）。しかし，日本の学校の多文化環

境における仲間関係，特にポジティブな仲間関

係を扱う研究の蓄積はまだ浅い。 
 また，移民の子どもが日本で注目されはじめ

てから数十年経ち，早い段階から多様な人々と

出会い，受け入れる側としてではなく，共に育

ち成長し（拝野，2017），また，同じく「移動

の可能性を持つ」存在として学校生活を送る日

本人の生徒も増えている。そのような変化の中，

移民の子どもが多く在籍する学校に着目し，日 
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本の多文化環境で育った生徒が，多文化環境に

おける仲間関係の経験をどのようにとらえ，ど

のように仲間関係を形成しているかに着目する

ことは意義があると考える。 
 そこで，本稿は，短期的フィールドワークを

通して，移民の生徒が多く在籍しているＸ中学

校の多文化環境において，移民の生徒と周囲の

生徒がどのように仲間関係を経験し，どのよう

に仲間関係を相互的に形成しているかを具体的

かつ詳細に見ていくことを目的とする。なお，

本稿は，「移民 1.5 世」（6 歳から 15 歳の間に移

住した移民）の生徒（以下，移民生徒）に焦点

を当て，3 名の移民生徒ハルカ，プロミス，ジ

ャビールの事例を中心に考察を行う。また，「多

文化環境」とは，多様な民族的文化的背景を持

つ生徒が存在する状況を指す。 
 

方法 
 
フィールドの概要 
 Ｘ中学校は，首都圏内にある小都市の小規模

公立中学校である。Ｘ中学校のある市では，来

日する移民が年々増加し，国籍や世代も多様化

している。現在に至っては，外国籍住民が全市

民の人口に占める割合は日本全体の平均を上回

っている。特に，Ｘ中学校の近隣には，就労と

留学のために来日した移民が集中して住んでお

り，Ｘ中学校はその近隣の人口の特徴を反映し

ている。 
 Ｘ中学校では，在校生に占める外国籍生徒の

割合は約 8％であり，うち半数は日本語指導を
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要する。また，外国籍生徒の 4 割は「1.75 世」

（小学校入学前に移住した移民）や「2 世」（親

の移住先で生まれた移民）の生徒である。その

他にも，日本国籍を有する「2.5 世」（片親が日

本国籍の国際結婚家庭の移民）や帰国生なども

多数在籍する。生徒の 9 割は同市内にあるＸ小

学校から進学したため，ほとんどの生徒は小学

校からのつき合いがあり，顔馴染みである。移

民生徒の教育と支援は，主に日本語指導・支援

を中心とする。具体的には，具体的には，「取り

出し指導」と「入り込み指導」が行われる。取

り出し指導では，各クラスの国語の時間に在籍

学級を離れ，国際教室で日本語の授業を行う。

入り込み指導では，在籍学級における一つのク

ラスの一斉授業のなかで，日本語教師が生徒ら

に付き添い，日本語の支援を行う。また，英語

の配布物やフリガナ付きのテスト用紙等による

支援が行われる。日本語の支援の他に，特別な

文化的・宗教的ニーズを持つ生徒に対し，給食

や学校行事等における変更・調整が臨機応変に

行われる。 
調査対象 
 本稿では移民 1.5 世を中心とする。その理由

は，フィールドワークの中で，生徒ら自身によ

る移民 1.5 世とその他の生徒の区別が見られた

からである。移民 1.5 世の生徒らが「日本人グ

ループ」について語る際に，国籍やルーツに関

わらず，日本（特にＸ地域）で育ち，日本語を

話す生徒全員を含める場合が多い。また，日本

で育った世代の生徒らも，母国とのつながりの

有無に関わらず，既にＸ中学校コミュニティに

帰属意識を持つ上に，「日本語できない子」「海

外からの子」といった言葉を使っていることか

ら，自らが「1.5 世」と区別する姿が窺われた。 
対象者の選定は，生徒の背景や言語能力，仲

間関係，筆者とのラポール等を考慮し，移民生

徒が複数名在籍する１，２年生の 4 クラスから

2 クラス（各学年 1 クラスずつ）を選定し，そ

れぞれのクラスから移民生徒 3 名と，その生徒

らに関わりのある周囲の生徒に焦点化した。事

例の 3 名の基本情報は Table1 に示す。 
 

Table1 対象者の基本情報 
仮名 性

別 
学

年 
国籍 在日

期間 
日本

語 
日本で

の進学 
ジャビ

ール 
男 1 南アジア 数回

往来 
✕ 希望 

ハルカ 女 2 南アジア 約 4
年 

◎ 未定 

プロミ

ス 
女 2 西アフリカ 約 3

年 
△ 未定 

注）日本語能力…✕：指導が必要 ◎：指導が不要 
△：指導が必要だが，会話可 
 
調査期間 
 データ収集は，2021 年 5 月 25 日より 2021
年 10 月 29 日まで断続して行われた。夏休みの

期間と，9 月の新型コロナウィルス拡大に伴う

遠隔授業のため，フィールドワークを行わず，

夏休み明け登校日初日のみ観察を行った。 
調査手続き 
 データ収集は，参与観察，非構造化インタビ

ュー，半構造化インタビューから構成された。

参与観察は，週１〜２回程度，登校時間から帰

りの会まで（8 時〜16 時頃），授業や休憩時間

等の様々な場面において行った。生徒同士のや

りとりを特に注目し，その様子をフィールドノ

ートを用いて記録した。より自然に近い状態で

観察するために，参加者より観察者となるよう

努めた。 
 また，フィールドワークにおける生徒や教師

との関わりの中で，自然に発生された会話の中

で聞き取りを行う形で，非構造化インタビュー

を行った。 
 さらに，事例の中心となる 3 名，その周囲の

生徒 10 名と担任 1 名に対し，半構造化インタ

ビューを行った。生徒への主な質問内容は，①

現在のクラスメートや友だちとの関わりについ

ての考え，②仲間関係の現状や生徒間の関わり

方，③親しい友人との関係形成の経緯と友人選

択の理由，④多文化環境での仲間関係における

困難，⑤「友だち」に関する価値観である。対

象者にはできるだけ自由に話してもらうよう奨

励し，回答と時間に応じ，質問内容の調整を行
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った。インタビューの時間は一回におよそ 7〜
26 分であり，追加インタビュー（非構造化イン

タビューを含む）を行った。使用言語は，対象

者の希望に応じ，英語，日本語，またはインド

ネシア語で行った。また，インタビューは録音

され，録音データは逐語的に文字化された。 
分析手順 

データ分析は，次の 4 段階を含む。 
１）データ収集の段階からデータ選定・削減を

行った。観察中に，フィールドノートに記録す

る現象を選定し，単純化した。また，毎回，フ

ィールドノートを整理し，暫定的な解釈に基づ

き，次の観察やインタビューの焦点や仕方を調

整した。 
２）データ収集後，全体像を把握するために，

整理されたフィールドノートやインタビュー記

録の通読と録音の聞き取りを行い振り返った。 
３）具体例をコード，サブテーマ，テーマとい

う３段階で具体例の抽象化・体系化（コーディ

ング）を行った。コードやテーマは，教育系修

士課程の学生 3 名に確認してもらった。 
４）データの関係性や意味等を検討し，解釈を

行った。 
観察者としての配慮事項 
 筆者自身の生きてきた経験や交差したアイ

デンティティ，また，それに伴うフィールドで

置かれた立場は，観察された現象の解釈のみな

らず，対象者や学校関係者との関係形成や，筆

者に対する他者の反応に影響を及ぼしている

（Qin, 2016）。たとえば，女性，外国人，英語

話者などの属性は，同様な属性を有する生徒に

親近感を与え，そういった生徒と話す頻度が比

較的多くなる。共通経験を有することは，移民

生徒とのラポールの形成にプラスに働く一方，

移民生徒らと比較し，筆者は自ら選んで日本に

来た「留学生」として，特権を有する。解釈に

おいて，筆者自身の経験は現象の捉え方に影響

を及ぼしていることを常に意識し，生徒と筆者

の文化間移動の経験を重ねる危険性を考慮しな

がら，本研究を行うよう心がけた。 
 

 

事例別検討 
 

ハルカ（仮名）の事例 
 ハルカ（中 2，女子，南アジア系）は，外国

籍の両親から日本で生まれたが，その後すぐに

家族と母国に引っ越し，小学校 3 年生まで母国

で過ごした。小学校 4 年生の時に，再び両親と

来日したが，最初の 2 年間は，3 県に渡り，家

や学校を転々とした。学校を 5 回程転校した後，

6 年生に上がる頃に，Ｘ小学校に転校した。ま

た，そのままＸ中学校に進学し，現在に至った。

本人によると，来日当初は日本語が分からなか

ったが，Ｘ小学校に転校する頃には既に日本語

を話せるようになった。現在も，日本語の指導

は不要である。筆者がフィールドに入った際に

は，ハルカは既にクラス内外の生徒と親密な仲

間関係を結んできていた。クラス内では，発言

力のある男女の仲間集団に属し，自らのことを

「うるさい子」「盛り上がる人」と呼んでいた。

クラス外では，海外からの移動を持つ者同士で

集まった女子集団にも属している。 
 周囲の生徒による移民生徒への認識 Ｘ中

学校において移民生徒はどのような存在として

位置づけられているかを明らかにするために，

観察対象のクラスの生徒数名に対し，多様な背

景を持つ生徒との仲間関係の経験をどう感じて

いるかについて尋ねた。たとえば，ハルカと親

しい女子 A は次のように答えた。 
女子 A：え，全然気にしてない。てか，そうい

うことあんま意識したことないです。 

 このように，Ｘ地域で育った生徒は一様に「普

通」「意識したことない」などと答え，移民生徒

がクラスにいる光景が当たり前になっているこ

とが窺われた。また，生徒らは国籍やルーツを

特別に意識することなく，「普通に話してる」と

話した。 
 「普通だけど外国人」 Ｘ地域で育った生徒

らは，文化的背景や移民としての経験等はＸ中

学校での仲間関係に影響を及ぼしていないと思

っている一方，ハルカはＸ小学校に転校した当

初の仲間関係を振り返り，「普通」の存在として

認識された状況の中で生じる困難について，次
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のように語った。 
ハルカ：やっぱり外国人は外国人なんですよ。

小学校の頃からは，もう外国人グループ，日本

人グループみたいなのがすごい別れてて。（略）

最初小６のときに来たんですけど，もう日本語

できたんですよ。でも，やっぱり最初って静か

じゃないですか。静かなんで「あ，日本語でき

ない」って。あ，Ｘ（小中学校）って（略）す

ごい外国人が多くて，だから日本人の子も，な

んか外国人とすごい会ってるから，興味を持っ

てくれない。他の学校と違って。だから，あま

り話さなかった。（略）なんか外国人扱いで（略）

接してくれなかったていうか。  

筆者 ：Ｘ小の前の学校は違った？  

ハルカ：外国人が少ない学校だと興味を持って

くれて，向こうから話してきたけど，ここだと

やっぱりもう，普通みたいな感じ。普通だけど

外国人。 

 ハルカの語りから，「外国人」として意識され

ることが来日直後の移民生徒にとって肯定的に

働く場合があることが窺われた。移民生徒の少

ない学校では，「外国人」としてのアイデンティ

ティ資源（森田，2004；2007）は周囲の興味を

引き，仲間関係の形成のために利用可能となる。

一方，移民生徒の存在が当たり前になっている

学校では，自らの文化的アイデンティティや移

民としての困難に対する無関心な態度として感

じられた。それにも関わらず，「外国人は日本語

ができない」というステレオタイプや，日本語

を話さない生徒への消極的な関わりといった

「外国人扱い」は変わらず，主流集団から移民

生徒を周辺化する。このようにＸ小学校での友

達作りの困難は「日本人グループ」からの「普

通だけど外国人」扱いの二面性に関連付けられ

た。 
 周辺生徒に対する回避的態度 次の語りか

ら，「日本人グループ」からの「外国人扱い」は，

移民生徒同士の仲間関係にも影響を及ぼしたこ

とが窺われた。 
ハルカ：勝手に，「外国人は日本語喋れない」っ

ていう感じ。だって，大体の外国人はそうなん

ですよ。でもたまに日本語喋れる外国人ってあ

るんじゃないですか。でもそれでも，その多い

人の方に入れられちゃう感じです。そういうの

で外国人で集まって。嫌だったんですけど。小

6 の時には，外国人，男子 A って知ってますか？

あの子すごいいじめられてたんですよ。（略）だ

から，あの人とはあまり話さない。あまり，し

たくないっていうか。 

 このように，周辺化された移民生徒は，移民

生徒同士で集まる傾向がある。反対に，ハルカ

は「日本語喋れない外国人」と同じカテゴリー

に入れられたことに不快感を抱き，「外国人扱い」

された状況に抵抗するために，「外国人グループ」

やいじめられた移民児童を意図的に避けたこと

が窺われた。 
 受動的な関係形成 次の語りは，中学校入学

後の教師による移民生徒同士の仲間関係の促し

を表す。 
ハルカ：あまり接したくもないけど，みんなか

ら接しなさいみたいな感じで，それもちょっと

嫌じゃないですか。（略）プロミス，私よりも長

くここにいるんですけど，まだ日本語，いや，

全然あの人できるんですよ。でも，できないふ

うにして。分からないふうにして，馴染めない

感じ。なんか，私両方できるから，それで私の

方に先生が，「友達になってあげて」「いろいろ

連れてってあげてね」って言われて，それって

こっちが辛いんですよ。いやじゃないですか？

押し付けられたっていうか。でも言われたから

仕方なくて。 

 仲間関係の形成を手助けする働きかけが必要

な場合もあるが，教師の促しは返って「押し付

けられた」関係として捉えられ，援助者側の負

担となる危険性もあることが窺われた。特に，

移民生徒は共通の経験や言語を有するだけでひ

とくくりにされるきらいがあるが，生徒は必ず

しもその類似性を求めているとは限らない。ハ

ルカはその後，プロミスと上手く付き合えず，

プロミスを避けるようになった。 
 能動的な関係形成 次の語りは，能動的に仲

間関係を形成するエピソードを表す。 
ハルカ：一人で帰ってて，アリナは。すごい緊

張して，親とも相談してたんですよ。（略）それ
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で勇気を出して，話してかけて，そこから毎日，

なんか話すようになった。（略）小学校の頃はす

っごいぼっちだったんですよ。（略）新しい友達

できたらいいなって感じで。その人もぼっちに

なってるから，話かけようかなって。 

 中学入学後，ハルカはクラスで孤立した状況

を抜け出したい意志を持ち，関係形成を試みた。

そこで，「ぼっち」という類似性を持つアリナを

話しかける相手として積極的に選んだことが窺

われた。 
 また，アリナと友達になったことは，その後

の友人関係の拡大にもつながったことについて，

以下の通り語った。 
ハルカ：やっぱり一人だと，何をいえばいいか

がわかんないんですよ。だから，アリナと友達

になって，2 人とも友達できないから，2 人とも

同じ問題なので，（略）2 人で話し合って。なん

か自分が「あ，この人に話しかけられないよ」

って思ってても，勇気くれるんですよ。（略）そ

れでどんどん話するようになって。やっぱり，

前は，自分じゃないのに，（略）アリナに「や，

自分のように（自分らしく）やった方が友達増

えるよ！」みたいなことを言ってくれて。そこ

で，なんか，自分のできることとか，自分のよ

うにやれば，普通に友達集まってきました。 

同じ悩みと目標を共有することにより，周囲

に積極的に話しかける勇気となったことが窺わ

れた。また，ハルカはこれまで「日本人グルー

プ」に同化しようとしていたが，「自分らしさ」

が他者から肯定されたことにより，自らの文化

的アイデンティティを肯定的に捉えるようにな

った姿も窺われた。ハルカは，英語のスキルと

おしゃべりな性格といったクラスの生徒から高

く評価されるものを組み合わせ，自らがその資

質を積極的にアピールし，クラスの中での地位

を獲得し，維持したと見られる。 
 
プロミス（仮名）の事例 
 プロミス（中 2，女子，西アフリカ系）はハ

ルカと同じクラスである。留学生の母親に連れ

られて，小学校 5 年生の 2 月に来日し，Ｘ小学

校に入学した。国際教室に在籍しており，特に

教科の日本語指導が必要である。日本語での日

常的なコミュニケーションは可能であり，教師

や周囲の生徒の言葉も理解していると思われる。

プロミスは，学校や授業によく遅刻し，移動教

室の時に時間が来ても教師が迎えに来るまで教

室に居残りすることが多い。一方，大人に対し

「人懐っこくて，すぐ話しかけてくる」とも評

価された。クラスの女子生徒とは楽しそうに話

したり，スキンシップをとったりする場面も見

られるが，一人でいることが多く，親しい関係

を形成することが困難である。プロミスへのイ

ンタビューは全て英語で行われたが，本稿では

筆者による日本語訳で示す。 
 ネガティブな経験による仲間関係へのネガ

ティブな捉え方 仲間関係における過去のネ

ガティブな体験が，周囲の生徒との関係に対す

る否定的な捉え方に影響を与えていることが窺

われた。プロミスが現在の周囲の生徒との仲間

関係を語る中で，過去の仲間関係におけるネガ

ティブな体験について繰り返し言及することが

多い，特に，小学校でいじめを受けたため，現

在の周囲の生徒，特に「日本人の子」全体への

評価は否定的である。たとえば，学校の友達の

ことをどう思っているかについて尋ねると，「日

本人の子は自己中。（略）小学校で，私をいじめ

てた」と答えた。 
 また，前の事例では，ハルカがプロミスを避

けていることについて述べた。ハルカや他の移

民の女子生徒らとの関係について，プロミスは

「友達だと思ってたけど，いきなり全部やめた」

と話した。プロミスは理由が分からないまま避

けられていると感じていることが窺われた。移

民の女子集団から回避された経験が，女子生徒

の付き合い方へのネガティブな見方に影響を及

ぼしていると見られる。女子生徒の友人関係に

ついて，プロミスはこのように語った。 
プロミス：女子は，喧嘩するとお互いを無視す

るだけ。（略）何が好きか，何がいやか言ってほ

しい。でも，みんな言わない。 

この語りから，プロミスは何も言わずに自分を

避けた女子生徒の集団を意識し，他者からの好

き嫌いの表明や深い関わりを望んでいることが
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窺われた。 
 さらに，他者からの回避・拒否を繰り返し経

験したため，プロミスは周囲の生徒から悪く思

われ，避けられていると考えている。たとえば，

周囲の移民生徒について，「彼女たちは，私が役

立たず，バカだと思ってる。私は変だと思って

る」と語った。 
 プロミスの行動に対する周囲の生徒の対応

エピソード１は，グループ学習におけるプロミ

スと班のメンバーとの関わり方を表す。 
（エピソード１）４人のグループ学習。一人ず

つ発表し，発表者の反対側に座っている人は録

画する担当を担う。プロミスが録画する順番が

回ってきたものの，準備ができていなかった。

男子生徒 B は「できる？」などと数回声をかけ

たが，プロミスはずっと無反応だった。男子生

徒 B はプロミスのパソコンを覗き，手伝おうと

したが，発表の時間になったため，諦め，プロ

ミスの代わりに自分のパソコンで録画をした。 
学習場面に対するプロミスの普段の態度は極

めて消極的である。以上のエピソードのように，

プロミスに声をかける生徒もいるが，繰り返し

消極的な態度を見せると，グループのメンバー

は口出しせずに受け流し，プロミス抜きで自己

解決をすることが多い。 
 女子生徒との表面的な関係 エピソード２

と３は，プロミスとクラスの女子生徒の関係を

表す。 
（エピソード２）教室移動。教室の中に，プロ

ミスと 3 人の女子生徒が残っている。プロミス

は女子 C と女子 D に肩を組むと，2 人はプロミ

スの肩に腕を回し抱き返す。女子 C は，前髪を

上に結んでいたプロミスの髪型を見て「ふふ，

髪の毛どうした?」と言う。女子 D は「ウンパ

ルンパみたい」と言い，プロミスは「はは，ウ

ンパ」と笑う。同時に，荷物を取りに来た女子

E が教室から出て行こうとした。女子 C と女子

D はプロミスの手を放し，女子 E に付いて教室

を出ていき，教室にプロミス一人を残した。 
（エピソード３）昼休みの時間。プロミスは教

室の引き戸の上枠を触ろうとしているが届かな

い。女子生徒 2 人が近づいてきて，上枠を触り

ながら「届かないの？」と言う。プロミスは再

び触ろうとするが失敗したため，全員笑う。女

子 F はプロミスの髪の毛を触り「髪かわいい」

と褒める。3 人はプロミスの髪の毛を触りなが

ら少し話した後，女子 F と女子 G は教室に入っ

た。 
 プロミスとクラスの女子と会話する場面は

多々あり，プロミスを気にかけるクラスの女子

生徒の様子が見られるものの，プロミスからア

プローチした場面も，女子生徒らがアプローチ

した場面も，会話が短く，挨拶やプロミスの髪

の毛に関する内容がほとんどだった。プロミス

は，女子生徒との関係について，以下のように

語った。 
プロミス：私は「元気？」とか言うと，彼女た

ちも「元気！」みたいな。向こうは「あ，髪め

っちゃキレイだね」みたいな感じで，私も「あ，

あなたもかわいいよ」みたいな。（中略）みなが

私に話しかけてくるのは，私を見た時だけ。挨

拶して，そのあとはもう自分たちの友達と話す。 

 この語りから，プロミスにとって，周囲の生

徒との関係は挨拶や褒め合いに限る表面的，社

交辞令的な関係であることが窺われた。プロミ

スは率直な意見等を言ってくれる友人や深く関

わってくれる友人を求めていることについて述

べたが，日常的に挨拶や褒め合いをしても会話

は発展させず，深入りせず，表面的な関わりで

終わってしまう傾向がある。このように，プロ

ミスの期待と仲間のプロミスへの関わり方との

不一致，また，プロミスと他者との間の関わり

方の不一致が見られ，仲間関係の親密化が困難

となった。 
 
ジャビール（仮名）の事例 
 ジャビール（中 1，男子，南アジア系）は，1
歳の頃に一度来日し，日本の保育園に通ってい

た。その後，インターナショナルスクールに通

ったが，途中で母国に戻り，小学校を卒業する

まで母国で過ごした。小学校の頃は日本と母国

を数回行き来したことがあったが，その時期や

回数は不明である。小学校卒業後，両親の日本

での就労のため再び一緒に来日し，同じインタ
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ーナショナルスクールに入学した。しかし，通

っていた学校は無認可校のため，父親は日本の

高校への進学のためにＸ中学校への転校を決め

た。日本語もほとんど学んで来なかったため，

日常コミュニケーションと教科の日本語共に指

導が必要である。プロミスへのインタビューは

全て英語で行われたが，本稿では筆者による日

本語訳で示す。 
 観察当初：仲間集団への参加の困難 観察当

初では，クラスのどの仲間集団にも参加が困難

だと見られた。 
（エピソード４）数学のグループ学習での答え

合わせと話し合い。ジャビールは参加できずに

沈黙していた。他の生徒は次々と進めたため，

女子 H は「ねー，ジャビール日本語がわかんな

いから！ジャビールは-7」と言った。男子 C は

「え，まじ？」と言った。ジャビールは英語と

日本語で自分の回答を説明しようとした。男子

C は「…ん」と頷いたが，答え合わせをせずに，

他の生徒との作業に戻った。ジャビールは男子

C の肩を叩き，再び説明してみた。男子 C は「う

ん，うんうん」と言い，近くにいた教師を呼び，

ジャビールへの説明をお願いし，他の生徒との

作業に戻った。 
 エピソード４では，グループ学習の活動への

困難な様子が窺われた。ジャビールをグループ

活動に参加させようとする生徒もいたが，コミ

ュニケーションの困難が発生すると，分かるふ

りをしたり，教師に任せたりするなど，コミュ

ニケーションを諦め，回避する行動が見られた。 
 昼休みの時間では，一人で窓際に立っていた

り自分の席に座っていたりし，一人の時間が多

かった。近くの男子生徒が会話をしている際に，

参加したそうに見ていることも多かったが，実

際に会話に入ることはなかった。インタビュー

においてジャビールは，「僕が参加すると向こう

は楽しくないと思う」と不安を表した。 
 ジャビールのクラスでは，移民の女子生徒が

2 人在籍しており，授業や係の仕事等に関する

質問に限り，彼女らとの関わりは見られた。ジ

ャビールは同学年の移民生徒の中で唯一の男子

生徒であるため，女子集団との親密な仲間関係

を形成することが難しいと考えられた。 
 この状況の中，教師への依存が多少見られ，

それを意識した担任は，席替えの工夫や休み時

間に話に巻き込むなど，ジャビールと周囲の生

徒を関わらせる働きかけを頻繁に行った。また，

得意な英語の授業では，ジャビールの積極的な

発言や参加への意欲が窺われた。 
 席替え①：道具的援助をモチーフとする仲間

関係の形成 この孤立状態を打開する機会と

なったのが，席替えに伴う一人の生徒との一方

向的な道具的援助の関係の形成である。席替え

後に，積極的に日本語や授業の援助を提供する

将人（仮名）が近くの席となったことで，ジャ

ビールも，自ら質問したり，手伝ってもらうよ

うお願いしたりするなど，仲間への援助要請が

できるようになった。また，将人を通して，男

子生徒集団への参加の試みも見られるようにな

った。この時期のクラスメートについて，ジャ

ビールは以下のように述べた。 
ジャビール：クラスメートにはいつも助けても

らってる。ここの皆は僕より優れてる（better）

から。 

ジャビール：完全に友達みたいにはならないけ

ど，それでも手伝ってくれようとする。（中略）

本当の友情じゃなくて，パートナーとか仲間み

たいな。 

 周囲からの道具的援助関係は，クラスメート

や学校生活全般への満足度と評価を高めたため，

初期段階において重要な関係であることが考え

られる。一方，一方向に援助を受け続けている

ことが，劣等感を生むこともある。また，「本当」

の友人関係として捉えられなかった場合もある

ことが窺われた。 
 席替え②：多言語話者の仲間との関係形成に

伴う変化 再び席替えした後，英語が話せる愛

理（仮名）とナイラ（仮名）と同じ班となった

ことで，ジャビールの仲間関係のあり方に変化

が見られた。 
（エピソード５）ジャビールは，愛理とナイラ

に家族の話をしていた。会話が盛り上がってい

るところを見た男子 D は，愛理に「なになにな

にー？」と聞いたが，愛理は笑いながら「いえ
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いえいえ」と答えた。男子 D は「えー，なに？

何言ってんの？」と会話の内容を訳するように

尋ねた。 
 エピソード５は，二言語話者が他の生徒との

「つなぎ役」を担ったことで，ジャビールの交

友範囲が広がったことを表す。周囲の生徒も，

ナイラや愛理を介し，ジャビールと話したり，

会話に混ぜてもらったりするようになった。 
（エピソード６）数学のグループ学習での話し

合い。男子 E は「んー，やっぱ分かんない」と

言い，ある問題に躓いた様子。女子 I は「ジャ

ビールできたんじゃない？ジャビール，見せて

ー！」と声かけた。生徒らはジャビールのプリ

ントを見た後，各自のプリントに書き込んだ。 
 エピソード６では，グループ活動への参加と

貢献ができるようになったことが窺われた。こ

の貢献の機会の増加とジャビール自身の積極的

な援助の提供により，周囲の生徒もジャビール

に対し，学習での援助要請を行うようになった。

このように，ジャビールは自分の強みを発揮で

きる場を獲得し，クラスメートとの双方向のサ

ポート関係が形成だれた。 
（エピソード７）給食の時間。担任はジャビー

ルにケチャップを渡したが，ジャビールは断っ

た。ジャビールは，トマトソースは好きだが，

ケチャップは嫌いだと話した。担任は周りの生

徒に「え？同じだよね？」などと声をかけた。

担任は「同じ！」と言ったが，ジャビールは繰

り返し「違う！」と言い，それを見ていた生徒

らは笑っていた。 
（エピソード８）ジャビールは，給食では宗教

上の理由で食べられないものがあるため，これ

までは担任と献立を確認した上，食べられない

ものを抜いていた。麺を配膳している給食当番

の女子 Jと男子Fは，ジャビールに声をかけ「Do 
you...Do you...」と英語で聞こうとした。ジャ

ビールは「…あ！」と察し，献立を取りに行っ

てきた。男子 F らは「何っていえばいいんだろ

う？Can you..」と言い，どの英語で質問できた

か話し合った。 
 ジャビールから好きなことや個人的な話など

の自己開示を行うようになったと見られる（エ

ピソード５，７）。また，エピソード７と８では，

より多くのクラスメートがジャビールを知る機

会が増え，ジャビールとの関わり方や文化的ニ

ーズに慣れてきている姿が見られた。クラスメ

ートからの積極的な関わりが増え，先生に頼る

ことが減り，生徒同士での問題解決ができるよ

うになった。このことから，言語的なコミュニ

ケーションの役割は大きいことが見られるが，

それは必ずしも移民生徒側の日本語習得に依存

するとは限らず，つなぎ役の存在，日本語話者

からのコミュニケーションの工夫や二言語習得

等の働きかけや文化変容，または教師の教育的

介入を通して，日本語が話せない移民生徒の参

加と関係形成が可能となる。同時に，関わりの

機会が増えることで，移民生徒の日本語の上達

と，主流文化を積極的に取り入れる姿勢にもつ

ながった。 
 席替え③：男子生徒の仲間集団からの積極的

な仲間入れと遊びへの参加 ジャビールの席

の周囲は，クラスの中心的な男子生徒に囲まれ

るようになった時期に，最も仲間関係の変化が

見られた。隣席となったノア（仮名）は，積極

的にジャビールに接するようになり，遊びなど

に誘った。広い交友範囲を持つノアは，言葉を

要しない「つなぎ役」となり，他の男子生徒と

のつながりをもたらした。他の生徒も，様々な

工夫をしながら，ジャビールを積極的に輪に入

れ，寛容的な姿勢が見られる。受容感を感じた

ジャビールは，周囲の男子生徒と積極的に関わ

ろうとするようになり，男子生徒集団の共通点

を見出したり，仲間文化を積極的に取り入れた

りした。グループ学習においても，勉強のサポ

ートだけではなく，冗談などを言い合うなども

し，遊び仲間の関係を形成した。また，将人と

の関係も続いているが，「助けてもらう」関係か

ら，「助け合う」関係として捉えるようになった。

このように，移民生徒と周囲の集団との相互変

容はジャビールの仲間関係を発展させた。また，

席替えはジャビールに新たな関係を形成するき

っかけとなり，席の近い生徒により周囲との関

係のあり方が変化していく姿が見られる。 
 



－ 97－

多文化環境における仲間関係の妨害要因 
 

カラー・ブラインドネス 
 Ｘ中学校では，多様な文化的背景を持つ生徒

が教室で一緒に過ごす光景があたりまえなもの

になっており，生徒ら自身もその多文化的環境

をＸ中学校の特徴として挙げていることがしば

しばある。同時に，Ｘ地域で育った生徒は，文

化的背景は生徒同士の仲間関係に影響を与えな

い，または与えるべきではないということを主

張している。しかし，相手の背景を意識しない

態度は，必ずしも文化間関係の形成において有

効であるとは限らず，無関心や消極的として捉

えられる場合もあることが事例から窺われた。 
 Ｘ中学校の多文化環境における仲間関係に対

する生徒らの姿勢を「カラー・ブラインドネス」

（Apfelbaum, et al., 2012；Ullucci & Battey, 
2011）のアプローチとして捉えることができる。

カラー・ブラインドネスとは，肌の色で人を区

別しない態度，または，意識するべきではない

という思考である（Apfelbaum et al., 2012）。
たとえば，人種等に関する言及を避け，「私は人

の肌の色を見ない」「なに人だろうと気にしない」

「相手の人種を意識したことがない」といった

言葉で表される。 Ullucci & Battey（2011）は，

学校では，相手の人種や民族を意識しない態度

はポジティブなものとして捉えられ，奨励され

ることが多い一方，特定の集団の苦難を不可視

化し，特定の有色集団は不利な状況に置かれた

事実を否定し，社会の不平等と直接的に戦う責

任から開放することを主張している。 
 Ｘ中学校の移民生徒の中に，日本語の不安や

主流の仲間集団への参加の困難など，文化間移

動による仲間関係の形成への影響を意識する生

徒が多い。また，マイノリティとしての困難を

共有する人を友人として選び，相手の文化的属

性は友人選択の重要な要因であることが明らか

になった。しかし，カラー・ブラインドネスの

態度は，仲間関係形成の成功は個人の実力に帰

し，このような文化間移動による仲間関係の困

難と特別なニーズを見逃す危険性がある。逆に，

移民生徒の文化的背景や文化間移動の経験が意

識されることにより，移民としての困難が可視

化され，文化的アイデンティティや文化間移動

の経験を仲間関係を形成する資源として利用可

能とすることが窺われた。 
対立・困難な場面に対する回避的方略 
 プロミスとジャビールの事例から，対立やコ

ミュニケーションの困難が生じ得る場面におい

て，接触を回避する生徒が多いことが窺われた。

たとえば，プロミスの事例では，学習班のメン

バーはグループ学習におけるプロミスの逸脱行

動を許容し，プロミスの代わりにその他のメン

バー同士で自己解決をする。また，クラスの女

子生徒は深入りすることを避けながら，プロミ

スと表面的に関わっている。ジャビールの事例

においては，コミュニケーションが困難な場面

において，周囲の生徒が分かるふりをしたり，

教師に任せたりすることで，直接的なコミュニ

ケーションの必要性をなくした。これらの回避

的行動は，対立や問題を防ぎ，集団活動の調和

を保つ機能を持つことが考えられるが，本質的

な接触は避けられるため，移民生徒にとって仲

間関係の発展や親密化が困難になる。 
 

多文化環境における仲間関係の形成要因 
 

移民生徒同士の仲間の存在 
 Ｘ中学校において，移動の経験を持つ者同士

で仲間関係を築き，移民生徒同士で仲間関係や

集団を構築する傾向が観察された。その関係形

成は，マジョリティ集団または学校制度から周

辺化されたと感じた生徒同士により形成される

ことが多い。しかし，単に周辺化された者同士

が仕方なく集まるのではなく，移民生徒同士の

仲間の存在は移民生徒にとってポジティブな役

割を有するため，積極的に選ばれる。たとえば，

転校初期における学校生活の困難を克服し，ク

ラスの活動に参加するための道具的援助を提供

する。また，同じ悩みや目標などを共有する場

を提供する。さらに，複数の仲間集団の間に行

き来する移民生徒もいるため，移民生徒の仲間

の存在は友人ネットワークの拡大につながる場

合もある。このように，移民生徒同士の仲間集
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団は積極的に形成されることが多いが，その関

係はまた，移民生徒の仲間関係の広がりの資源

ともなる。 
生徒の相互的な働きかけ  
 Ｘ中学校の多文化クラスにおいて，生徒同士

はどのように仲間関係を形成しているか。 
Figure1 は，ジャビール，周囲の生徒，担任

の働きかけに焦点を当て，ジャビールの仲間関

係の変容過程を表す。他の事例を考慮に入れな

がら，ジャビールの事例を中心に，「クラスメー

トの働きかけ」と「本人の働きかけ」という２

つの視点から考察する。 
 クラスメートの働きかけ 一つ目は，援助関

係の形成である。特定の援助者からの積極的で

自発的な援助は，活動への参加を徐々に可能に

するだけではなく，共通の言語を持たなくても

相手を理解し，サポートしようとする姿勢は，

移民生徒のクラスメートへの肯定的な評価や援

助要請を可能とし，信頼感を高める。しかし，

一方向的援助の関係は，「友人」よりも「援助者

―被援助者」の関係として捉えることもある。

文化間移動に伴う困難により，移動の前に培わ

れてきた自信が壊れていくことが多々あるため，

周囲からの援助要請も重要な働きかけである。

仲間から頼られる機会を得ることで，対等な関

係を築き，仲間集団の中での立場と存在意義を

獲得することができる。  
 二つ目は，「つなぎ役」として，移民生徒と他

の生徒をつなぐ働きかけである。グローバル化

に伴い増えつつある二言語話者はもちろん，交

友範囲の広い生徒も移民生徒と主流集団の生徒

の間の「つなぎ役」として担うことが多々見ら

れる。谷（2000）によると，来日初期の「ケア

してくれる存在」との関係は固定しやすい。し

かし，ハルカの事例のように，一人の生徒が提

供できるサポートは限られており，サポーター

の負担感につながる場合もある。一方，仲間関

係を広げることにより，援助関係を越えた，様々

な関係のあり方が生まれるため，仲間関係を広

めるサポートも必要である。 
 三つ目は，遊び仲間への誘いである。道具的

援助をモチーフとする関係から始まることが多

いものの，事例にあげた 3 人は情緒的なつなが

りを求めることが窺えた。そのため，遊び等を

通して「援助」を越えた関係を築くことは，移

民生徒の被受容感と仲間関係の親密化に重要で

ある。  
 本人の働きかけ 一つ目は，文化間移動の経

験の中で培ってきたスキル等のアピールである。

授業場面において，移動の中で得られた言語能

力や知識を積極的に利用し，周囲へのアピール

を行うことで，他者からの承認と「英語ができ

る子」「外国に詳しい子」「面白い子」といった

クラスの中の地位を獲得したことが窺われた。  
 二つ目は，自発的な援助の提供である。上述

したように，移民生徒が援助を希求できる相手

と同時に，移民生徒自身が頼ってもらえる機会

も大事である。移民生徒が積極的に援助を提供

することにより，周囲の生徒もサポートを積極

的に求めるようになった。そのように，相互的

な援助関係が発展し，クラスのコミュニティか

らの受容感を高める。  
 三つ目は，自己開示である。相手に自分のこ

とを知ってもらう点と，相手との親密性を示す

点において，移民生徒が行う自己開示は周囲と

の関係の形成と親密化の過程に重要だと見られ

る。しかし，共通言語がない場合や固定集団と

の接触が限られている場合，自己開示ができる

場面が少ないため，そういった機会を作る手助

けが有効だと考える。 
仲間関係形成における教師の介入  
 最後に，仲間関係形成における教師の介入に

焦点を当て，考察を行う。教師は「友達になっ

てあげてね」「〇〇も海外から来たから，話して

みれば？」などと直接的に生徒同士の関係を促

すことが多い。直接的介入は有効である場合も

あるが，ハルカの事例のように，頼まれた側が

負担感を感じることもある。そこで，ジャビー

ルの事例における担任の意図的かつ間接的な介

入から示唆を得ることができると考える。  
 まずは，生徒同士の会話（または遊び）への

働きかけである。移民生徒を他の生徒の会話や

遊びに混ぜてもらうだけではなく，教師も参加

者として生徒同士の会話に入り，移民生徒が中 
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Figure1 ジャビールの仲間関係の変容過程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
心となる話題を振ったり，他の生徒に意見を求

めたりすることは，周囲との関わりの機会を増

やすのに有効だと見られる。 
 次に，席替えの工夫である。多くの生徒は，

席や係などの学校制度による活動と空間の共有

を友人と親しくなったきっかけとして挙げた。

ジャビールの事例では，席替えは仲間集団の流

動性を作り，移民生徒に新たな出会いと多様な

関係のあり方を築く機会を与え，交友範囲を広

げた。しかし，近くの生徒は必ずしも積極的に

関わるとは限らない点と，頻繁に行われること

で親密な関係を気づきにくい点も考えられる。

そこで，ジャビールの担任が行う工夫として，

まず，１）「サポート役」を積極的に担う可能性

のある生徒を近くに配置する。言語やルーツよ

りも，「余裕」を持ってサポートでき，かつ自ら

関わろうとする意志を持つ生徒を選ぶことが重

要である。また，２）席替えの前に関わってい

た生徒を一人残すことで，前の関係を保ちつつ，

新たな関係を広げることができる。  
 最後に，移民生徒が培ってきたスキルやアイ

デンティティを肯定し，マジョリティ側の文化

変容の可能性を見せる姿勢である。たとえば，

担任が使用言語の変更を求めずに，相手の言語

や文化を生徒と共に学ぼうとする姿勢や，ユー

モアを使いコミュニケーションの困難や失敗を

ポジティブに捉える態度はクラスの異質性に対

するポジティブな雰囲気に影響を及ぼしたと見

られる。 
 

本研究のまとめと今後の課題 
 

 本研究では，3 名の移民生徒の仲間関係の異

なる経験を描写し，移民生徒が多く在籍してい

る学校の多文化環境における仲間関係の阻害要

因と形成要因を考察した。日本語能力や滞在期

間に関わらず，ハルカ，プロミスとジャビール

は同様に，仲間関係を形成する困難を抱え，所

属集団を見出すことができなかった。しかし，

その経緯や，その困難にどのように向き合おう

としたかも様々である。過去の経験，来日直後

のストレスやクラスの仲間の態度などの現在の

経験，また将来設計や仲間への期待などの未来

像が混ざり合い，移民生徒らの仲間関係に対す

る価値観と態度に影響を与える。 
 移民の子どもの教育は日本語教育を中心とし

てきたが，学校生活や仲間関係の「成功」を決

定するものとして移民の言語習得に重点を置く

教育では，移民の生徒にだけ関係形成の責任を

負わせ，日本語話者の児童生徒からの関わりを

促していない。多文化クラスにおいて，異なる

言語や文化を持つ生徒同士が関わり方を見出し，

また，その関わりを通して，生徒らの言語使用

の変化や相手の文化を学ぶ意思が窺われた。こ

のように，移民生徒と周囲の生徒の相互的な働

きかけ，また，教師の介入は，多文化クラスに

おける対等で親密な仲間関係を形成・発展させ

た。 
 ただし，本稿では来日後の出来事のみ検討し，

移住の前の経験や対人行動を検討していない。

定住の予定はないが，日本を離れた後も友人関

係の継続を希望する生徒も少なくないため，今

後は過去の経験または日本から離れた後の仲間

関係を踏まえた縦断的研究が必要だと考える。

さらに，本研究は家庭環境についての検討が行

われなかった。親の教育方針，家庭文化，親と

の関係，家庭の経済的背景等は友人選択や仲間
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関係の発展に影響を及ぼすことが見られるため，

今後さらに移民生徒の家庭環境と仲間関係の関

連を検討していく必要がある。 
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Peer Relationships Among Immigrant Students in Multicultural Environment 
 at a Japanese School: A Fieldwork at X Middle School 

 
Zahra Fathiya CEVA 

Ichiko SHOJI 

 
The purpose of this fieldwork study is to examine immigrant students and their 

peers experience and develop peer relationships in a multicultural environment at a 
Japanese school. In particular, this study presents case studies of three 1.5 generation 
immigrant students enrolled in Japanese public middle school. Data collection consists of 
participant observation, semi-structured interviews, and unstructured interviews. The 
analysis of the three case studies highlighted ‘racial color blindness’ and students’ 
tendencies to avoid contact in situations where conflicts and communication problems are 
anticipated, as factors hindering the development of peer relationship between immigrant 
students and majority group. It also explores the roles of immigrant peer groups in 
expanding peer networks. Finally, it discusses in detail how mutual engagements between 
immigrant students and their peers, as well as teacher’s interventions, facilitate the 
development of positive peer relations in a multicultural class. 
  




